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１　組織、人員及び業務の概要

（１）組織、業務
企画調整、健康危機管理、衛生統計、感染症

健康安全企画課 企画福祉班 難病、肝炎等助成事業、献血、医事、

各種調査研究、研修、骨髄バンク

保健衛生に関する情報収集・分析・提供

食品衛生・薬事班 食品衛生、薬事

所⾧ 衛生課 環境衛生、廃棄物

衛生試験検査、診療放射線業務

健康増進、母子保健、看護対策

食育・栄養改善

地域保健課 　

疾病・感染症対策班 精神保健、難病、感染症、肝炎検査、介護保険

（２）人員
令和８年４月１日現在

職

員

総

数

一

般

事

務

技

術

職

総

数

医

師

薬

剤

師

獣

医

師

化

学

診

療

放

射

線

技

師

臨

床

検

査

技

　
　
師

保

健

師

管

理

栄

養

士

非

常

勤

職

員

23（11） 5 18（11） １ 3(2) 1(1) 2 (2) (3) 11 （3） 4

1 1 1

7 5 2 2 1

6(8) 6(8) 3(2) 1(1) 2 （2） （3） 2

9(3) 9(3) 9 （3） 1

注 ※括弧内は、食品・生活衛生課又は豊肥保健所在籍の兼務職員

※非常勤職員は一般職１名、産業廃棄物監視員２名、保健師１名

各種免許、各種営業許可、被爆者、

生活衛生・環境班

健康増進班

　　　　　　　　　　　職種

組織及び現員

職 員 総 数

所 長

健 康 安 全 企 画 課

衛 生 課

地 域 保 健 課
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佐伯市 

資料：２-①と同様 

資料：昭和５５年～令和２年分は総務省統計局「国勢調査」 

令和１２年～令和３２年分国立社会保障・人口問題研究所 ｢日本の地域別将来推計人口｣（令和５（２０２３）年推計） 

資料：県統計調査課「大分県の人口推計」 

（令和７年１０月１日時点） 

【令和８年４月作成】 

（人） 
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資料：３-①と同様 

資料：３-①と同様 

 

資料：厚生労働省「令和６年人口動態統計」 
注：佐伯市の合計特殊出生率は県福祉保健企画課調べ 

（人） 

（人） 
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資料：３-①と同様 

注：心疾患は高血圧性を除く 

 

 

 

資料：３-①と同様 

資料：３-①と同様 

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

大分県 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

佐伯市 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

死因名 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

悪性新生物 3,718 348.8 295 481.8

心疾患（高血圧性を除く） 2,200 206.4 165 269.5

老衰 2,116 198.5 128 209.1

脳血管疾患 1,122 105.3 89 145.4

肺炎 833 78.1 75 122.5

不慮の事故 550 51.6 39 63.7

腎不全 370 34.7 31 50.6

慢性閉塞性肺疾患 204 19.1 17 27.8

自殺 172 16.1 9 14.7

高血圧性疾患 91 8.5 4 6.5

大分県 佐伯市

4



 

 

資料：資料：県福祉保健企画課調べ（令和１年～令和５年平均） 

資料：県福祉保健企画課調べ（令和２年～令和６年平均） 
注：大分県のお達者年齢は、国の算出する健康寿命と一致しない 

（歳） 
（歳）
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◆
健

康
危

機
管

理
連

絡
会

議
や

感
染

症
・

自
然

災
害

対
応

に
関

す
る

協
議

等
を

通
じ

て
、

管
内

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
健

康
被

害
発

生
時

及
び

災
害

発
生

時
等

の
迅

速
か

つ
適

切
な

対
応

を
図

り
ま

す
。

◆
様

々
な

健
康

危
機

を
想

定
し

た
実

践
的

な
訓

練
を

実
施

し
、

佐
伯

市
や

関
係

機
関

と
連

携
し

た
体

制
を

整
備

し
ま

す
。

◆
研

修
会

等
を

通
じ

て
、

職
員

や
社

会
福

祉
施

設
関

係
者

等
の

健
康

危
機

管
理

対
応

力
を

強
化

し
ま

す
。

◆
食

品
の

事
故

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

、
食

品
営

業
施

設
に

対
し

て
H

A
C

C
P

の
定

着
支

援
を

行
い

ま
す

。
◆

不
衛

生
な

食
品

を
製

造
し

た
営

業
者

に
対

し
て

、
積

極
的

な
衛

生
指

導
を

行
い

ま
す

。

◆
健

康
づ

く
り

関
係

者
と

協
働

し
、

働
き

盛
り

世
代

の
健

康
づ

く
り

及
び

生
活

習
慣

病
予

防
を

推
進

し
ま

す
。

◆
働

き
盛

り
世

代
が

自
然

と
健

康
的

に
生

活
で

き
る

環
境

及
び

体
制

の
整

備
を

図
り

ま
す

。

◆
多

職
種

の
連

携
強

化
及

び
医

療
・

介
護

ケ
ア

の
質

の
向

上
を

図
り

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

推
進

し
ま

す
。

◆
将

来
を

見
据

え
た

適
正

な
医

療
機

能
の

あ
り

方
を

検
討

し
、

地
域

の
医

療
関

係
者

等
と

認
識

の
共

有
を

図
り

ま
す

。

◆
グ

リ
ー

ン
ア

ッ
プ

お
お

い
た

実
践

隊
の

活
動

を
支

援
し

、
環

境
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
の

周
知

に
よ

り
環

境
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

◆
立

入
検

査
計

画
に

基
づ

く
事

業
場

監
視

や
浄

化
槽

講
習

会
実

施
等

に
よ

る
排

水
対

策
を

推
進

し
ま

す
。

◆
産

業
廃

棄
物

の
不

法
投

棄
・

不
適

切
処

理
対

策
を

推
進

し
ま

す
。

◆
改

正
大

気
汚

染
防

止
法

に
つ

い
て

周
知

し
、

ア
ス

ベ
ス

ト
飛

散
防

止
対

策
を

推
進

し
ま

す
。

◆
既

存
の

業
務

や
会

議
・

研
修

に
つ

い
て

内
容

や
開

催
方

法
等

を
見

直
し

、
参

加
者

の
利

便
性

の
向

上
に

努
め

ま
す

。
◆

電
子

申
請

に
対

応
で

き
る

体
制

を
整

え
、

県
民

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
努

め
ま

す
。

◆
多

様
な

Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ

ー
ル

の
業

務
へ

の
活

用
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
活

用
推

進
に

向
け

た
職

員
の

人
材

育
成

を
行

い
ま

す
。
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20
件

１
感
染
症
、
食
中
毒
等
対
応

（
１
）
健
康
危
機
対
処
計
画
（
感
染

症
編

）
の
実

践
及
び
定
期
的
な
評
価

（
２
）
社
会
福
祉
施
設
向
け
健
康
危
機
管
理
研
修

会
の
開
催 （
３
課
で
横
断
的
に
開
催
）

（
３
）
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
に
備
え
、
農

林
水
産
部
や
振
興
局

と
連
携
し
な
が
ら
実
践
的
な
訓
練
を
実
施

▸
▸

健
康

危
機

管
理

と
は

、
感

染
症

や
自

然
災

害
、

食
中

毒
等

に
よ

っ
て

生
じ

る
生

命
や

健
康

の
安

全
を

脅
か

す
事

態
に

対
し

て
、

発
生

予
防

及
び

拡
大

防
止

等
に

関
す

る
業

務
で

あ
り

、
公

衆
衛

生
の

観
点

か
ら

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
。

感
染

症
に

つ
い

て
は

、
感

染
拡

大
に

備
え

、
医

療
機

関
に

対
し

医
療

措
置

協
定

の
締

結
を

依
頼

し
、

入
院

病
床

数
（

目
標

：
3

0
床

）
と

発
熱

外
来

数
（

目
標

：
2

4
機

関
）

の
目

標
を

達
成

し
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

健
康

危
機

対
処

計
画

（
感

染
症

編
）

に
基

づ
き

、
新

興
感

染
症

や
薬

剤
耐

性
（

A
M

R
）

対
策

、
外

国
出

生
結

核
患

者
対

応
等

に
係

る
平

時
か

ら
の

体
制

づ
く

り
が

一
層

重
要

と
な

る
。

そ
の

た
め

、
保

健
所

は
健

康
危

機
管

理
の

拠
点

と
し

て
、

平
時

か
ら

種
々

の
健

康
危

機
管

理
事

案
の

発
生

に
備

え
、

関
係

機
関

と
の

相
互

の
協

力
体

制
を

確
立

し
、

予
防

対
策

や
事

案
発

生
時

に
お

け
る

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
に

よ
り

健
康

被
害

の
拡

大
防

止
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
南

部
地

域
は

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
及

び
津

波
浸

水
被

害
が

予
測

さ
れ

る
地

域
で

あ
り

、
災

害
時

に
お

け
る

地
域

の
医

療
・

保
健

機
能

の
維

持
を

図
る

た
め

、
平

時
か

ら
佐

伯
市

、
佐

伯
市

医
師

会
等

と
連

携
し

、
保

健
医

療
福

祉
活

動
に

関
す

る
情

報
連

携
及

び
各

種
実

践
的

訓
練

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

・
新

興
感

染
症

に
つ

い
て

感
染

症
予

防
計

画
及

び
健

康
危

機
対

処
計

画
に

定
め

た
対

策
・

体
制

が
機

能
し

、
適

切
な

医
療

提
供

や
検

査
体

制
、

拡
大

防
止

等
が

図
ら

れ
る

。
・

大
規

模
災

害
等

の
発

生
に

備
え

た
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

・
社

会
福

祉
施

設
（

入
所

）
に

お
け

る
感

染
症

集
団

発
生

件
数

の
減

少
（

１
５

件
以

下
）

：
参

考
（

R
５

3
5

件
R

6
2

3
件

R
7

2
0

件
（

R
8

年
2

月
末

現
在

）
）

１
感

染
症

、
食

中
毒

等
対

応
 

（
１

）
地

域
に

応
じ

た
感

染
症

対
策

〇
南

部
保

健
所

健
康

危
機

対
処

計
画

（
感

染
症

編
）

に
係

る
所

内
及

び
関

係
機

関
と

の
訓

練
年

３
回

以
上

〇
健

康
危

機
管

理
情

報
の

提
供

①
あ

な
た

の
街

の
感

染
症

情
報

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
掲

載
毎

週
②

各
種

情
報

媒
体

を
用

い
た

注
意

喚
起

適
時

（
２

）
地

域
の

感
染

症
対

応
力

向
上

を
目

指
し

た
会

議
、

研
修

会
等

の
開

催
〇

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

発
生

に
備

え
、

振
興

局
や

家
畜

保
健

衛
生

所
と

連
携

し
な

が
ら

実
践

的
な

訓
練

実
施

年
３

回
以

上
〇

社
会

福
祉

施
設

向
け

健
康

危
機

管
理

研
修

会
 （

３
課

で
横

断
的

に
開

催
）

年
１

回
〇

外
国

出
生

結
核

患
者

雇
用

事
業

所
と

の
連

携
（

事
業

所
訪

問
及

び
健

康
講

話
）

年
2

回
以

上

２
自

然
災

害
対

応
（

１
）

実
践

的
な

ア
ク

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

訓
練

、
避

難
訓

練
の

実
施

〇
ア

ク
シ

ョ
ン

カ
ー

ド
等

実
践

的
訓

練
・

各
種

研
修

の
実

施
年

5
回

以
上

（
２

）
自

治
体

の
支

援
や

保
健

医
療

活
動

チ
ー

ム
が

派
遣

さ
れ

る
こ

と
（

受
援

）
を

想
定

し
た

災
害

体
制

整
備

〇
市

・
関

係
機

関
と

の
合

同
訓

練
年

１
回

以
上

〇
県

D
H

E
A

T
※

 養
成

研
修

へ
の

参
加

人
数

６
名

以
上

※
災

害
時

に
お

け
る

被
災

地
の

保
健

医
療

活
動

の
円

滑
な

実
施

を
確

保
す

る
た

め
、

被
災

都
道

府
県

等
の

要
請

に
基

づ
き

派
遣

さ
れ

る
支

援
班
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▸
▸

R
3

年
度

に
食

品
衛

生
法

が
改

正
さ

れ
、

全
て

の
食

品
営

業
者

に
つ

い
て

H
A

C
C

P
※
に

よ
る

衛
生

管
理

の
取

組
が

義
務

化
さ

れ
て

い
る

。
法

改
正

か
ら

約
５

年
が

経
過

し
、

H
A

C
C

P

導
入

済
み

の
施

設
は

約
9

6
%

程
度

（
約

1
3

2
0

許
可

施
設

中
約

1
2

7
0

施
設

）
と

、
ほ

ぼ
全

て
の

営
業

施
設

に
お

い
て

H
A

C
C

P
の

取
組

が
導

入
さ

れ
た

。
し

か
し

、
一

度
は

H
A

C
C

P
の

取
組

を
導

入
し

た
も

の
の

、
定

着
し

て
い

な
い

施
設

も
多

く
あ

る
こ

と
か

ら
、

既
存

の
営

業
許

可
施

設
へ

の
H

A
C

C
P

の
定

着
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

一
方

、
既

に
H

A
C

C
P

に
基

づ
く

高
度

な
衛

生
管

理
を

実
施

し
て

い
る

営
業

施
設

に
つ

い
て

は
大

規
模

な
食

品
製

造
工

場
が

多
い

こ
と

か
ら

、
そ

の
管

理
の

検
証

を
行

う
た

め
立

入
指

導
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

禍
前

の
日

常
が

戻
る

に
つ

れ
、

全
国

的
に

も
食

中
毒

が
増

加
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
食

品
製

造
事

業
者

、
特

に
食

品
検

査
で

衛
生

状
態

が
不

良
で

あ
っ

た
食

品
製

造
事

業
者

に
対

し
て

積
極

的
な

衛
生

指
導

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

※
危

害
分

析
(Ｈ

Ａ
)に

基
づ

き
、

重
点

的
に

管
理

す
べ

き
工

程
を

重
要

管
理

点
(Ｃ

Ｃ
Ｐ

)と
し

て
定

め
、

 そ
の

工
程

を
連

続
的

に
管

理
す

る
こ

と
に

よ
り

、
製

品
ひ

と
つ

ひ
と

つ
の

安
全

性
・

品
質

を
確

保
す

る
手

法

飲
食

店
を

原
因

と
す

る
細

菌
性

食
中

毒
発

生
件

数
０

件

１
H

A
C

C
P

の
定

着
支

援
（

１
）

H
A

C
C

P
の

考
え

方
を

取
り

入
れ

た
事

業
者

に
対

す
る

定
着

支
援

〇
H

A
C

C
P

の
考

え
方

を
取

り
入

れ
た

衛
生

管
理

方
法

を
解

説
・

指
導

す
る

衛
生

講
習

会
の

回
数

1
０

回
（

２
）

H
A

C
C

P
に

基
づ

く
衛

生
管

理
を

実
施

し
て

い
る

営
業

施
設

に
対

す
る

衛
生

管
理

の
検

証
〇

H
A

C
C

P
に

基
づ

く
高

度
な

衛
生

管
理

を
実

施
す

る
営

業
許

可
施

設
へ

の
立

入
指

導
対

象
施

設
に

立
入

り
年

１
回

以
上

（
1

0
0

%
）

２
食

品
製

造
業

者
に

対
す

る
立

入
指

導
（

１
）

衛
生

状
態

が
不

良
で

あ
る

食
品

製
造

事
業

者
へ

の
指

導
〇

前
年

度
、

大
分

県
食

品
衛

生
指

導
基

準
に

基
づ

く
収

去
検

査
で

「
不

良
」

と
判

定
さ

れ
た

食
品

製
造

施
設

へ
の

立
入

指
導

対
象

施
設

に
つ

い
て

立
入

り
年

１
回

以
上

（
1

0
0

%
）
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※
3

各
市

町
村

で
取

り
組

み
や

す
い

健
康

指
標

を
用

い
て

各
市

町
村

の
健

康
状

況
を

客
観

的
に

見
え

る
化

し
、

市
町

村
ご

と
の

ラ
ン

キ
ン

グ
で

表
し

た
も

の

▸
▸

平
成

２
６

年
度

か
ら

、
関

係
機

関
と

協
力

し
て

働
き

盛
り

世
代

の
健

康
づ

く
り

対
策

を
進

め
て

お
り

、
健

康
経

営
事

業
所

の
登

録
数

は
増

加
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
十

分
な

理
解

が
さ

れ
ず

に
登

録
を

や
め

て
し

ま
う

事
業

所
も

見
受

け
ら

れ
る

。
健

康
経

営
事

業
所

に
登

録
し

た
後

、
健

康
経

営
の

理
解

を
深

め
、

健
康

づ
く

り
に

取
り

組
め

る
よ

う
、

事
業

所
へ

の
継

続
し

た
訪

問
や

セ
ミ

ナ
ー

を
通

し
た

普
及

啓
発

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

働
く

前
の

若
者

世
代

が
自

分
の

健
康

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

持
ち

、
若

い
う

ち
か

ら
規

則
正

し
い

生
活

習
慣

を
獲

得
で

き
る

よ
う

に
、

佐
伯

市
と

と
も

に
ア

プ
ロ

ー
チ

が
必

要
で

あ
る

。
働

き
盛

り
世

代
に

は
多

方
面

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

が
求

め
ら

れ
、

佐
伯

市
を

は
じ

め
関

係
機

関
と

の
連

携
も

欠
か

せ
な

い
。

令
和

８
年

度
は

、
労

働
基

準
監

督
署

等
と

連
携

し
、

事
業

主
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
引

続
き

実
施

す
る

。
さ

ら
に

、
各

連
携

会
議

を
開

催
す

る
こ

と
で

佐
伯

市
及

び
関

係
機

関
と

の
連

携
し

た
取

組
を

推
進

す
る

。

健
康

経
営

事
業

所
認

定
事

業
所

の
認

定
率

（
4

5
％

）
※

令
和

7
年

度
認

定
率

：
4

1
.7

%

事
業

所
ぐ

る
み

の
健

康
づ

く
り

を
実

践
す

る
事

業
所

の
増

加
（

7
0

%
）

※
令

和
7

年
度

実
施

率
：

6
5

.7
%

１
働

き
盛

り
世

代
の

健
康

づ
く

り
対

策
の

推
進

（
１

）
管

内
事

業
所

へ
の

健
康

づ
く

り
支

援
〇

健
康

経
営

事
業

所
登

録
事

業
所

数
R

７
年

1
8

7
カ

所
※

1
→

１
９

１
カ

所
※

1
R

８
年

3
月

3
1

日
時

点

〇
健

康
経

営
事

業
所

認
定

事
業

所
数

R
７

年
７

8
カ

所
※

２
→

８
０

カ
所

※
2

R
８

年
3

月
3

1
日

時
点

〇
職

場
環

境
改

善
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

事
業

所
支

援
数

新
規

１
カ

所
（

２
）

健
康

経
営

事
業

所
応

援
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
年

1
回

以
上

（
３

）
地

域
の

健
康

情
報

の
発

信
年

1
回

以
上

（
４

）
健

康
ア

プ
リ

「
あ

る
と

っ
く

」
の

普
及

啓
発

〇
各

種
会

議
・

研
修

会
で

の
啓

発
年

３
回

以
上

２
健

康
を

支
援

す
る

環
境

及
び

体
制

の
整

備
（

１
）

地
域

・
職

域
健

康
づ

く
り

推
進

会
議

の
開

催
年

１
回

（
２

）
働

き
盛

り
世

代
の

生
活

習
慣

病
予

防
等

の
推

進
に

向
け

た
関

係
機

関
と

の
連

絡
会

の
開

催
〇

地
域

・
職

域
健

康
づ

く
り

推
進

会
議

実
務

者
会

議
の

開
催

年
２

回
（

３
）

1
3

指
標

※
3
の

健
康

課
題

に
対

し
、

市
と

連
携

し
た

取
組

の
推

進
〇

市
と

協
働

に
よ

る
健

康
づ

く
り

事
業

の
実

施
年

２
回

（
４

）
生

活
習

慣
病

予
防

及
び

重
症

化
予

防
に

向
け

た
取

組
の

推
進

〇
市

と
協

働
し

た
糖

尿
病

性
腎

症
重

症
化

予
防

事
業

、
検

討
会

議
の

開
催

年
1

回
（

５
）

食
の

健
康

応
援

団
（

う
ま

塩
、

野
菜

た
っ

ぷ
り

）
の

推
進

〇
食

の
健

康
応

援
団

新
規

登
録

店
１

カ
所
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zz
zz

▸
▸

佐
伯

市
の

高
齢

化
率

は
4

3
.9

％
※

 1
で

あ
り

、
将

来
推

計
※

 2
で

は
こ

の
割

合
が

高
く

な
っ

て
い

く
こ

と
が

予
想

さ
れ

て
お

り
、

2
0

3
0

年
に

は
4

6
.1

％
、

2
0

4
0

年
に

は
4

9
.4

％
と

お
よ

そ
2

人
に

1
人

が
高

齢
者

に
な

る
見

込
み

で
あ

る
。

ま
た

、
在

宅
で

療
養

を
希

望
す

る
精

神
障

が
い

者
、

難
病

や
小

児
慢

性
特

定
疾

病
等

の
患

者
も

多
く

み
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
全

世
代

型
の

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

平
成

2
5

年
度

か
ら

佐
伯

市
医

師
会

・
佐

伯
市

薬
剤

師
会

・
佐

伯
市

等
と

協
働

し
て

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
の

体
制

整
備

に
着

手
し

、
平

成
2

7
年

度
か

ら
は

、
佐

伯
市

主
体

の
「

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
推

進
事

業
」

が
効

率
的

・
効

果
的

に
実

施
で

き
る

よ
う

支
援

を
行

っ
て

き
た

。
引

き
続

き
、

多
職

種
の

連
携

強
化

や
医

療
・

介
護

ケ
ア

の
質

の
向

上
を

図
る

ほ
か

、
全

世
代

型
へ

の
シ

ス
テ

ム
拡

大
に

向
け

た
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

併
せ

て
、

人
材

不
足

、
医

師
の

働
き

方
改

革
を

踏
ま

え
た

地
域

の
医

療
体

制
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

証
を

進
め

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

と
将

来
を

見
据

え
た

適
正

な
医

療
機

能
の

あ
り

方
を

検
討

し
認

識
の

共
有

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

※
１

県
統

計
調

査
課

「
大

分
県

の
人

口
推

計
（

令
和

7
年

1
0

月
1

日
現

在
）

」
※

２
国

立
社

会
保

障
・

人
口

問
題

研
究

所
「

日
本

の
地

域
別

将
来

推
計

人
口

（
令

和
5

（
2

0
2

3
）

年
推

計
）

」

入
退

院
時

情
報

共
有

ル
ー

ル
に

基
づ

い
て

、
介

護
支

援
専

門
員

が
医

療
機

関
か

ら
退

院
の

連
絡

を
受

け
た

率
の

向
上

※
３

（
R

6
年

度
実

績
：

8
4

.3
%

）

※
３

入
院

時
情

報
共

有
実

態
調

査
（

県
高

齢
者

福
祉

課
実

施
）

の
う

ち
、

医
療

機
関

住
所

別
の

退
院

時
連

絡
率

１
多

職
種

の
資

質
向

上
と

連
携

強
化

の
推

進
（

１
）

病
院

・
診

療
所

・
訪

問
看

護
・

介
護

施
設

の
看

護
職

員
連

携
会

議
の

開
催

及
び

多
職

種
を

含
む

研
修

等
の

実
施

〇
佐

伯
地

域
看

護
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
推

進
会

議
年

６
回

（
２

）
入

退
院

時
情

報
共

有
ル

ー
ル

の
効

果
的

な
運

用
の

た
め

の
取

組
実

態
調

査
結

果
の

還
元

、
ル

ー
ル

の
周

知
（

精
神

科
領

域
も

含
む

）
〇

医
療

介
護

連
携

に
係

る
会

議
又

は
研

修
年

１
回

〇
多

職
種

が
参

加
す

る
会

議
や

研
修

会
で

結
果

を
還

元
し

共
有

ル
ー

ル
の

周
知

を
図

る
年

2
回

以
上

（
３

）
全

世
代

型
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

足
が

か
り

と
し

て
、

精
神

障
が

い
者

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

を
推

進
す

る
。

〇
事

例
検

討
や

地
域

課
題

（
入

退
院

時
情

報
共

有
の

定
着

）
を

踏
ま

え
た

精
神

保
健

医
療

福
祉

の
連

携
会

議
・

研
修

年
２

回
以

上

２
地

域
医

療
構

想
調

整
会

議
の

開
催

（
１

）
国

か
ら

示
さ

れ
た

「
新

た
な

地
域

医
療

構
想

策
定

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

き
、

2
0

4
0

年
を

見
据

え
て

、
所

管
す

る
二

次
医

療
圏

に
係

る
将

来
の

医
療

提
供

体
制

に
つ

い
て

情
報

収
集

、
協

議
〇

管
内

の
医

療
機

関
関

係
者

等
が

参
集

（
Ｚ

Ｏ
Ｏ

Ｍ
等

を
含

む
）

し
て

実
施

年
１

回
以

上
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▸
▸

平
成

1
5

年
度

、
大

分
県

の
美

し
い

自
然

と
快

適
な

環
境

を
守

り
、

将
来

に
継

承
す

る
た

め
「

ご
み

ゼ
ロ

お
お

い
た

作
戦

」
を

ス
タ

ー
ト

し
、

平
成

2
8

年
度

か
ら

は
「

お
お

い
た

う
つ

く
し

作
戦

」
に

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
さ

せ
、

佐
伯

市
内

に
お

い
て

は
、

「
さ

い
き

う
つ

く
し

作
戦

実
行

委
員

会
」

を
通

じ
て

、
地

域
に

根
付

い
た

様
々

な
取

組
を

展
開

し
て

き
た

。
近

年
、

地
球

温
暖

化
や

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

な
ど

、
環

境
問

題
は

深
刻

化
し

、
県

民
、

企
業

、
地

域
社

会
が

広
く

課
題

を
共

有
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
自

然
環

境
を

守
り

、
ビ

ジ
ネ

ス
な

ど
に

活
か

し
、

観
光

や
投

資
な

ど
で

選
ば

れ
る

こ
と

を
目

標
と

し
、

新
た

に
「

グ
リ

ー
ン

ア
ッ

プ
お

お
い

た
」

が
策

定
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

取
組

を
進

め
る

と
と

も
に

、
活

動
団

体
と

地
域

住
民

・
企

業
等

の
地

域
に

お
け

る
支

援
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
番

匠
川

を
は

じ
め

と
す

る
管

内
の

豊
か

な
水

環
境

保
全

の
た

め
、

適
正

な
流

入
排

水
対

策
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

事
業

場
排

水
監

視
や

生
活

排
水

処
理

施
設

で
あ

る
浄

化
槽

の
適

正
使

用
の

推
進

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
併

せ
て

、
管

内
で

の
産

業
廃

棄
物

の
不

法
投

棄
な

ど
の

不
適

正
処

理
は

、
令

和
7

年
度

７
件

確
認

さ
れ

、
ま

た
、

県
を

ま
た

い
だ

相
談

も
あ

る
な

ど
後

を
絶

た
な

い
こ

と
か

ら
、

関
係

行
政

機
関

と
連

携
し

て
不

法
投

棄
・

不
適

正
処

理
対

策
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

さ
ら

に
、

大
気

汚
染

防
止

法
の

一
部

が
改

正
さ

れ
、

ア
ス

ベ
ス

ト
含

有
成

形
板

等
（

い
わ

ゆ
る

レ
ベ

ル
３

建
材

）
を

使
用

し
た

建
築

物
の

解
体

作
業

基
準

が
強

化
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

事
前

調
査

が
義

務
化

さ
れ

、
解

体
工

事
業

者
等

に
対

す
る

監
視

指
導

体
制

を
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

。

廃
棄

物
の

不
適

正
処

理
の

早
期

解
決

を
図

る
た

め
、

関
係

行
政

機
関

と
の

連
携

を
よ

り
一

層
充

実
さ

せ
る

。
(年

1
回

の
連

絡
協

議
会

を
令

和
1

0
年

度
ま

で
継

続
)

浄
化

槽
法

定
検

査
の

受
検

率
を

令
和

1
0

年
度

ま
で

に
2

%
向

上
さ

せ
る

。

１
環

境
を

守
り

活
か

す
担

い
手

づ
く

り
の

推
進

（
１

）
グ

リ
ー

ン
ア

ッ
プ

お
お

い
た

実
践

隊
の

活
動

支
援

〇
地

域
連

絡
会

の
開

催
（

２
）

環
境

教
育

の
推

進

〇
環

境
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

周
知

４
ア

ス
ベ

ス
ト

飛
散

防
止

対
策

の
強

化
（

１
）

建
設

リ
サ

イ
ク

ル
法

に
基

づ
く

解
体

工
事

業
者

等
に

対
す

る
監

視
指

導
の

実
施

〇
解

体
工

事
業

者
等

に
対

す
る

監
視

指
導

の
実

施
年

１
２

回

２
豊

か
な

水
環

境
保

全
の

推
進

（
１

）
事

業
場

立
入

検
査

計
画

に
基

づ
く

監
視

指
導

の
実

施
〇

事
業

場
立

入
検

査
計

画
に

対
す

る
検

査
指

導
率

１
０

０
％

（
２

）
生

活
排

水
対

策
の

推
進

〇
浄

化
槽

法
定

検
査

未
受

検
者

へ
の

文
書

指
導

率
１

０
０

％

３
廃

棄
物

の
減

量
化

・
再

資
源

化
と

適
正

処
理

の
推

進
（

１
）

関
係

行
政

機
関

で
構

成
さ

れ
た

南
部

地
区

廃
棄

物
不

法
処

理
防

止
連

絡
協

議
会

の
開

催
〇

南
部

地
区

廃
棄

物
不

法
処

理
防

止
連

絡
協

議
会

の
開

催
年

１
回

11



▸
▸

業
務

改
善

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
あ

る
キ

ン
ト

ー
ン

を
活

用
し

、
医

療
法

に
基

づ
く

立
入

検
査

に
係

る
事

務
、

医
療

安
全

支
援

セ
ン

タ
ー

相
談

記
録

や
被

爆
者

台
帳

の
電

子
化

等
の

業
務

効
率

化
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

生
活

衛
生

分
野

に
お

い
て

も
台

帳
整

備
等

に
つ

い
て

キ
ン

ト
ー

ン
を

活
用

し
た

業
務

改
善

を
提

案
し

た
。

ま
た

、
人

材
育

成
の

面
で

は
、

所
内

で
IC

T
推

進
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

が
中

心
と

な
っ

て
、

職
員

の
D

X
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
D

X
推

進
リ

ー
ダ

ー
が

専
門

的
な

研
修

を
受

け
て

、
所

内
の

行
政

D
X

を
牽

引
し

て
い

る
。

全
庁

的
に

Ｄ
Ｘ

が
推

進
さ

れ
る

中
で

、
令

和
５

年
度

に
は

福
祉

保
健

部
に

お
い

て
「

保
健

所
Ｄ

Ｘ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

」
が

設
置

さ
れ

、
具

体
的

な
検

討
や

成
果

の
報

告
が

行
わ

れ
て

い
る

。
所

内
に

お
い

て
も

、
IC

T
等

の
活

用
に

よ
る

業
務

効
率

化
の

効
果

が
最

大
限

得
ら

れ
る

よ
う

、
業

務
自

体
の

見
直

し
を

行
い

つ
つ

、
好

事
例

を
保

健
所

業
務

全
般

に
横

展
開

し
、

IC
T

化
を

さ
ら

に
推

進
す

る
こ

と
で

、
具

体
的

な
業

務
の

効
率

化
と

県
民

の
利

便
性

向
上

に
結

び
つ

け
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

全
て

の
業

務
を

対
象

に
、

D
X

に
よ

る
効

率
化

を
図

り
、

職
員

の
事

務
処

理
負

担
を

軽
減

す
る

と
と

も
に

、
時

代
に

即
し

た
県

民
サ

ー
ビ

ス
向

上
を

推
進

す
る

。
所

内
全

職
員

が
生

成
Ａ

Ｉ
（

e
x
a
B

a
s
e
）

を
活

用
す

る
（

窓
口

業
務

手
順

を
平

準
化

、
各

種
照

会
回

答
等

）
。

１
既

存
の

業
務

や
会

議
・

研
修

の
見

直
し

（
１

）
事

業
・

会
議

の
統

廃
合

（
２

）
会

議
・

研
修

の
開

催
方

法
の

見
直

し
〇

Z
O

O
M

等
を

活
用

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
・

研
修

の
数

２
0

件
以

上

３
紙

ベ
ー

ス
で

行
っ

て
い

る
業

務
の

電
子

化
の

推
進

（
１

）
電

子
申

請
に

対
応

で
き

る
業

務
工

程
の

見
直

し
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
G

ra
ff

e
rや

F
o
rm

b
ri
d
g
e
を

用
い

た
会

議
や

研
修

等
に

お
け

る
出

席
回

答
方

法
及

び
各

種
意

見
照

会
等

の
電

子
化

（
２

）
紙

書
類

の
使

用
見

直
し

（
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

）
〇

業
務

効
率

化
の

た
め

の
環

境
整

備
（

窓
口

業
務

に
お

け
る

生
成

A
I活

用
等

）
所

内
全

域
で

の
lg

w
a
n

回
線

整
備

の
推

進
（

３
）

事
業

者
や

県
民

へ
の

周
知

と
利

用
促

進
〇

所
内

で
電

子
申

請
シ

ス
テ

ム
G

ra
ff

e
r等

を
活

用
し

た
全

担
当

職
員

の
数

１
８

名
（

１
０

０
％

）
〇

議
事

録
作

成
ツ

ー
ル

（
S

c
ri
b

e
A

s
s
is

t等
）

を
活

用
し

た
各

種
記

録
の

作
成

５
件

〇
生

成
Ａ

Ｉ
を

業
務

に
活

用
す

る
担

当
職

員
数

１
４

名
（

８
０

％
）

〇
k
in

to
n

e
を

活
用

し
た

業
務

改
善

件
数

1
件

以
上

２
IC

T
ス

キ
ル

向
上

の
た

め
の

所
内

人
材

育
成

（
１

）
多

様
な

IC
T

ツ
ー

ル
を

活
用

で
き

る
職

員
の

育
成

〇
D

X
研

修
受

講
者

の
人

数
２

２
名

（
１

０
０

％
）
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４ 南海トラフ巨大地震を想定した南部保健所の災害対応について 

 

１ 発災時の南部保健所の対応 

   別紙（大分県保健所災害時対応マニュアル（抜粋）） 

 

２ 令和７年度の訓練等の状況  

・医療機関等を対象としたＥＭＩＳ操作研修（6/20） 

・佐伯地域健康危機管理連絡会議（8/21） 

・大規模地震時医療活動訓練（10/18） 

  ・大規模災害時透析実施医療機関連携会議（6/6・2/24） 

 

３ 主な課題及び令和８年度の対応案 

（１）患者の医療調整に係る佐伯市、保健所、医師会等の役割の明確化について 

・佐伯市における「大規模災害時佐伯市医療活動マニュアル」の策定に向け、同マニュ

アルの骨子案を作成し、これに基づき関係機関と協議 

〇管内搬送調整：佐伯市災害対策本部 

〇管外搬送に関すること：南部保健所 

〇医療者派遣調整：佐伯市医師会 

 

（２）医療救護所の設置・患者の医療調整について 

・大規模地震時医療活動訓練として、医療救護所設置予定地の渡町台小学校において、

実際に医療救護所設置、患者の医療機関受診調整を行う等の訓練実施を計画 

 

（３）広域災害救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）について（各機関の入力情報から、支援

要請の有無、要支援内容の把握が困難） 

・ＥＭＩＳ入力内容の充実のため、南部保健所の主催により、医療機関を対象とした研

修を実施（R8.6.5） 

 

（４）各機関の情報共有について（オクレンジャーやLINEWORKSの各種ツールの活用ルール

明確化を含む） 

・定期的に保健医療福祉調整地域会議を開催し、各機関の被災状況や医療の稼働状況等

について共有する（ZOOM)。 

・オクレンジャー、LINEWORKSを使用し適宜情報共有を行い、オクレンジャーは医療機関

側からのみ発信、LINEWORKSは行政側からのみ発信するというルールに決定、関係機関に

周知し、円滑な情報共有と連絡調整に努める。 

 

（５） 透析患者の医療継続、避難について 

・透析医療機関と佐伯市・医師会・保健所との間で協議を続け、災害時、患者がかかり

つけ以外の医療機関においても透析を継続できるよう、患者カードの項目統一、搬送調

整・職員の相互応援体制について検討する。 
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14

大分県保健所災害時対応マニュアル（抜粋）
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